
若者も「ひとりの村民」として参画できるまちづくりを目指して
　「こどもまんなか社会」と聞いて、皆さんはどんな
まちを思い浮かべますか。
　令和５年４月に「こども家庭庁」が創設され、同時
に「こども基本法」が施行されました。「こども基本
法」は、子どもや若者の皆さんが、自分らしく成長
でき、幸せに暮らせるような社会を実現するため、
子どもや若者に関する取り組みの基本となることを
定めた法律です。これまで、大人が中心であった国
や社会の形に「こどもまんなか」の視点も取り入れて
いくためには、子どもや若者の声を聴き、まちづく
りにいかに反映できるかが重要となります。
　村でも、「東海村高校生会」など、青少年の活動を
支援する取り組みを長年継続してきましたが、若い
世代がまちに興味を持ち、まちづくりに参画する機

会をさらに充実させたいとの想いから、令和６年４
月、地域戦略課内に｢わかもののまち推進担当｣が創
設されました。若者の「やってみたい」を応援するた
めのプログラムや、県立東海高等学校と連携して、
高校生が地域に飛び出して魅力を探究する授業など
を展開しています。
　今回は、村が実施する若者のまちづくりに関する
プロジェクトを、実際に参画している若者の声と共
にお伝えします。

【問い合わせ】地域戦略課わかもののまち推進担当
（☎282-1711 内線1339）※６ページについては、生
涯学習課青少年担当（歴史と未来の交流館内 ☎287-
0851）へお問い合わせください。

― 特 集 ―
若者も主役のまち 東 海 村
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や
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す
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１_第１回スクールの様子。｢もし、自分が村長だっ

たらどんなマニフェストをつくるか｣を発表して

います 2_これから共に活動するメンバーへ自己

紹介 3_自分の関心からマイプロジェクトを作成 

４_高校生まちづくりスクール第１期生で集合写真

１_第１回会議の様子。村の資源や魅力について話
し合っています ２_会議前のレクリエーション。声
掛けなしで、誕生日順に整列できるかチャレンジ 
３_村の魅力を書き起こしている様子 ４_メンバーの
集合写真。高校生から大学生、専門学校生まで幅広
い層が参加し、活発に意見交換を行います

奥村さん
県立東海高等学校

髙橋さん
県立東海高等学校

将
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今
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“やってみたい”を理想のままで終わりにせず、実現に向
けて具体的なアクションプランを考え実践していきます。

　
推
し
ポ
イ
ン
ト10月20日(日)、村長への企画提案発表会を予定し

ています（写真は令和５年度の発表会の様子）。

▲令和6年度の取
組みはこちら

▲Instagram
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会議＝堅苦しいイメージですが、わかもの会議･まちス
クではゆったりとした雰囲気の中で話し合います。
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く
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経験豊富なファシリテーターが伴走支援します。
｢NPO法人わかもののまち｣土肥潤也さん(左)山本晃史さん(右)

若者世代が普段の生活や学校生活
で、“何を感じ･考えているのか”率
直な想いを聴き合い、ゆるくおしゃ
べりできる場です。高校生、大学生、
専門学生が活動しています。

全５回の活動の中で、自分の興味･関
心とまちの課題や資源を掛け合わせ
て｢マイプロジェクト｣を企画･立案し、
実行するプログラムです。まちづくり
について実践しながら学び、アイデア
を形にしていくための入門講座です。
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